
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 10 （回答者数） 5

～ 2025年　2月　19日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

知識・技術の向上、かかりつけ医や担当のリハビリ職員と
の連携強化。

2

延⾧利用の活用について周知していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

季節の行事など短時間でも行える内容を検討していく。

2

3

看護やリハビリ職の在籍が多いため、医療的ケアのある児童
や、障害が重度の児童も受け入れが可能であること。

体調管理や、家庭でもできるリハビリについて家族と相談
する機会を設けている。

日中利用や延⾧利用などで家族のレスパイトの時間を確保して
いること。

保護者の就労の機会を確保できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

支援時間が短いこともあり、プログラムが固定しやすいこと。 プログラムの内容を定期的に検討できていない。

2025年　2月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 さくら総合発達支援センター　ほーぷ

○保護者評価実施期間 2025年　2月　19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


